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インターバンクの声 （2014 年 8 月 21 日） 
 

東京時間の午前３時に公開された７月２９－３０日に開催された米連邦公

開市場委員会（FOMC）議事要旨をライブベースで確認したのは、各金融機関

のナイト担当のメンバーや、かなり大きめのポジションを抱えた個人投資家

の方々がほとんどだったはずだ。多くの市場参加者は、朝起きてテレビやネ

ットなどで確認したニューヨーク市場の株価や為替市場の終値に驚いたに違

いない。昨日の午後にあっけなく１０３円台に乗せたので、中盤近く辺りま

での続伸は想定した人も多かったと思うが、１０４円に届きそうなレベルに

まで来たのは意外だった。もっとも、これがジャクソンホールでのイエレン

議長がタカ派的な講演を行った後であればシナリオ通りでもあったわけだが、

まさか議事要旨公開後のタイミングは、見事に隙を突かれた格好だ。議事録

の内容がタカ派寄りだったことが、ドル買いの大きな要因となったようだが、

前日の雇用関連以外の部分で懸念が残っていた住宅関連指標が思いのほか強

い内容となっていたことが大きく影響したのかも知れない。昨夜、帰宅前に

ドルのロングポジションをスクエアにしてしまった腹立たしさを抑えたいが、

日中は１０３．９０を超えればドル買い、７０を割ればドル売りで攻めてみ

たい。 
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